











る。言語資料はひょーむに母語話者（1957 年生）の創作物語「みちゃぬ ふい（土の 













































2015 年 9 月と 12 月に行った調査で、言語資料の作者である 1957 年生の母語話者から収集
した。言語資料「みちゃぬ ふい」の語彙 173 語1と、その追調査と、横山が沖永良部島国
頭集落で収集している調査データをもとにした調査で得た語彙 150 語2の計 323 語をデータ
として用いる。 
2.1 母音 
 ひょーむには表 1でまとめる五母音の短母音と長母音（母音の連続 VVとして表記する）
を持ち、表 2、表 3で示す対立が観察される。例えば表 2において、[i]と[u]の対立は、最上
段の[i]の行と右端の[u]の列が交差する欄に、tiati “手当”と kutu “こと”（t_#環境）とし
て示されている。 
表1 ：ひょーむにの母音
前 中 後 
高 i, ii u, uu 
中 e, ee o, oo 
低 a, aa 
表2 ：短母音の（準）最少対
i e a o u 
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1非自立語 25語（助詞類 20語、文末詞 5語）、活用語 48語を含む。異なる活用形も含めると 213語。 
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 表 4の語彙を用いて、各母音の第 1フォルマント（縦軸）、第 2フォルマント（横軸）を





i e a o u 
miʑi 水 hate 畑 nama  今 ʑoo 門 ɸutuɕi 今年 
nabi 鍋 akuɕe 退屈 haganii 鏡 sampo ウズラ wudui 踊り 
tui 鳥 aite 相手 uda どこ hoo 水路 agu 友だち 








(1)  [ii] a. ɕiikusa “カタバミ” 
b. hooraɕagiisanu “嬉しそうな”
(2)  [ee] a. meenabi “若い娘” 
b. heeɲa “二の腕” 
c. teenee “丁寧” 
d. deeʑoobu “大丈夫” 
(3) [aa] a. maamii5 “豆” 
b. baaba “おばあさん”  
c. n’aatɕa “明日” 
d. taauɕagi “ツンとすました様子” 
(4)  [uu] a. muuru “みんな” 
b. ɕuuki “ごちそう” 
(5) [oo] a. hooraɕaɴ “嬉しい” 
b. deeʑoobu “大丈夫” 
2.2 子音 
表 5にひょーむにで観察される子音の表層形をまとめる。 
3 語末では母音の長短の対立がなく、長く実現するものは、メロディー制約（注 4 参照）または最少語
制約（自立語は 2モーラ以上）を満たすためのものと考えられる。 
4
 本稿では議論しないが、語彙的メロディー指定が HHLH である語彙が、3 モーラ以下の音韻語（自立語
（＋付属語））の場合に、一部のモーラが長音化することが観察されている（例：uʑu]ru=[mu “野菜＝
も”  vs. uʑu]u[ru “野菜”、a[b は aから bにかけてのピッチの上昇を、a]bは aから bにかけてのピッチ
の下降を表す（ [ と ] の標識は上野（2006）による）。 
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破裂音 無声 p t, ts tɕ k q 
有声 b d g 
摩擦音 無声 ɸ s ɕ, ç h 
有声 z ʑ 
鼻音 非喉頭化 m n ɲ ŋ ɴ 
喉頭化 m’ n’ ɲ’ 
弾き音 ɾ 
接近音 非喉頭化 w j 
喉頭化 w’ j’ 
 [p], [z], [ts]は、分布がオノマトペか借用語に限られるようである。以下にこれまで得られ
た語例をあげる。 
(6)  [p] a. sampo “ウズラ”6 
b. patɕiipatɕi “パチパチ”（擬音語） 
(7) [ts] a. kutsu “靴” 
b. aisatsu “あいさつ” 
(8) [z] a. hanzaɕi “人が集まるときなどに縁側を庭に延長したもの” 
b. uɾizummaami “うりずん豆（シカクマメ）”
c. zuboɾa “怠けること” 
 半母音[w], [j]と鼻音 [m], [n]に、喉頭化(C’)・非喉頭化(C)の対立があり、以下の（準）最
少対が存在する。ひょーむにの喉頭化子音は、例えば[m’]は、子音の開始点までは声門を閉
鎖して空気圧を高め、両唇の開放と同時に声門閉鎖を開放する調音方法で構音される。 
(9) a. wanu “私” b. w’aa “豚”
(10) a. juu “湯” b. j’uu “魚”
(11) a. maa “ここ” b. m’aa “そこ”
(12) a. naa “名前” b. n’aa “もう、もっと”
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使用する7。喉頭化音の他に現代日本語共通語に無い拍音には、[ji], [j’i], [wu], [w’u]があり、
それぞれ「い゛」「‘い゛」「をぅ」「‘をぅ」を使用する。 
(15) a. 「いー」 [ii] “胃” b. 「い゛ー」 [jii] “柄” 








ーむにでは[çe]が観察され、これに「ひぇ」を新たに提案する。また、[ɕ], [ʑ], [tɕ], [ç], [ɲ] は、



























(19) a. qoi “肥やし”
b. qoi “鋤”
c. k  q / word[ _o
表6 ：ひょーむにのひらがな表記法と語例
a i u e o 
























































































































tj てゃ tja tji てゅ tju tje てょ tjo 










































































































ɸj ふゃ ɸja ɸji ふゅ ɸju ɸje ふょ ɸj 











pj ぴゃ pja pji ぴゅ pju pje ぴょ pjo 


























































































































 ひょーむに母語話者（1957 年生）による創作物語「みちゃぬ ふい（土の 声）」全文
を言語資料として提示する。接語（付属語）境界を「＝」、複合語境界を「+」で表示し、
(20)で例示する五段の記述方法を用いる。1 行目のひょーむに文と 2 行目の日本語文は、意
訳や分かち書きも含め、絵本（松村ほか 2016）として出版した原文のままとする。ただし
原文では登場人物の台詞を太字で表しているが、本稿では「」で表記する。 
(20)  みちゃぬ ふい ←原文（ひょーむにひらがな表記） 
土の 声  ←原文（日本語） 
みちゃ＝ぬ ふい  ←分析形（ひらがな表記） 
mitɕa=nu ɸui ←分析形（表層形発音記号） 












[2] ひゅーわ ぬーむ しゅーぬ くとぅ なん
きょうは なにも することがない
ひゅー＝わ ぬー＝む しゅーぬ くとぅ なん
çuu=wa nuu=mu ɕuunu kutu naɴ 
今日＝は 何＝も する こと ない 
[3] はてち いじ ぬーか しゅーぬ くとぅ なんか きちみゃー
はたけに いって なにか おてつだいすることが ないか きいてみよう
はて＝ち いじ ぬー＝か しゅーぬ くとぅ なん＝か きち みゃー
hate=tɕi iʑi nuu=ka ɕuunu kutu naŋ=ka kitɕi mjaa 
畑＝に 行って 何＝か する こと ない＝か 聞いて みよう 
[4] うじゅるち ふい けーたん
やさいに こえを かけた
うじゅる＝ち ふい けーたん 
uʑuɾu=tɕi ɸui keetaɴ 
野菜＝に 声 かけた 
[5] 「むーる ぬーか しゅーぬ くとぅ なーじぇ」
「こんにちは なにか おてつだい しましょうか」
むーる ぬー＝か しゅーぬ くとぅ なーじぇ 
muuɾu nuu=ka ɕuunu kutu naaʑe 
みんな 何＝か する こと ないか 
[6] たーうしゃぎ しー たるむ ひんと しらん
ツンとすまして だれも へんじをしてくれない
たーうしゃぎ しー たる＝む ひんと しらん 
taauɕagi ɕii taɾu=mu çinto ɕiɾaɴ 
ツンとすました様子 して 誰＝も 返答 しない 
[7] はてぬ しーぬ はなちむ ふい けーたん
はたけのまわりの はなにも こえをかけた
はて＝ぬ しー＝ぬ はな＝ち＝む ふい けーたん 
hate=nu ɕii=nu hana=tɕi=mu ɸui keetaɴ 








[9] むーる ほーらしゃぎーさぬ ちらし ひんと しー くりたん
みんな ニコニコしながら こたえてくれた
むーる ほーらしゃ ぎーさぬ ちら＝し ひんと しー くりたん
muuɾu hooɾaɕa giisanu tɕiɾa=ɕi çinto ɕii kuɾitaɴ 
みんな 嬉しい そうな 顔＝で 返答 して くれた 
[10]くさちむ はなし しー みちゃん
くさにも はなしかけてみた
くさ＝ち＝む はなし しー みちゃん
kusa=tɕi=mu hanaɕi ɕii mitɕaɴ 
草＝に＝も 話 して みた 
[11] 「どーか ‘なー ‘ねー ふぬ まま よー しみてぃ くりり」
「おねがいだから もう すこし このまま そっと しておいて くれよ」
どーか ‘なー ‘ねー ふぬ まま よー しみてぃ くりり 
dooka n'aa n'ee ɸunu mama joo ɕimiti kuɾiɾi 






[13]なま さいごぬ はな さかさんでぃ しゅーぬ とぅくるでゃ
「いま さいごの はなを さかそうと しているところなんだ」
なま さいご＝ぬ はな さかさん＝でぃ しゅーぬ とぅくる＝でゃ 
nama saigo=nu hana sakasan=di ɕuunu tukuɾu=dja 
今 最後＝の 花 咲かそう＝と する ところ＝だ 
[14]なーちゃんたべ まちくりり
「あしたまで まってくれよ」
‘なーちゃ＝んたべ まち くりり 
n'aatɕa=ntabe matɕi kuɾiɾi 
明日＝まで 待って くれ 
[15] 「わかたん わかたん」ち ちぶる なーでぃたんきゃ
「わかった わかった」と あたまを なでると
わかたん わかたん＝ち ちぶる なーでぃたん＝きゃ
wakataɴ wakatan=tɕi tɕibuɾu naaditaŋ=kja
わかった わかった＝と 頭 なでた＝なら
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[16]パチーパチ しーくさぬ みーぬ とぅびゃがたん
パチパチ カタバミのみが げんきよく はじけとんだ
パチーパチ しーくさ＝ぬ みー＝ぬ とぅびゃがたん 
patɕiipatɕi ɕiikusa=nu mii=nu tubjagataɴ 
パチパチ カタバミ＝の 実＝が 飛びちった 
[17]しぐとぅ しまちゃぬ はなぬ わかりぬ あいさつぬ きかたん
おしごとを すませた はなたちの さよならの あいさつが きこえた
しぐとぅ しまちゃぬ はな＝ぬ わかり＝ぬ あいさつ＝ぬ きかたん 
ɕigutu ɕimatɕanu hana=nu wakaɾi=nu aisatsu=nu kikataɴ 
仕事 済ませた 花＝の 別れ＝の あいさつ＝が 聞こえた 
[18] 「ひゅーわ たるむ あいて しー くりらじぇ」
「きょうは だれも あいて して くれないのか」
ひゅー＝わ たる＝む あいて しー くりらじぇ 
çuu=wa taɾu=mu aite ɕii kuɾiɾaʑe 






[20]むどぅらんでぃ しゃんきゃ うだかんてぃ あびゆぬ ふいぬ しゃん
かえろうと すると どこかで よびとめる こえが した
むどぅらん＝でぃ しゃん＝きゃ うだ＝か＝んてぃ あびゆぬ ふい＝ぬ しゃん 
muduɾan=di ɕaŋ=kja uda=ka=nti abijunu ɸui=nu ɕaɴ 
戻ろう＝と したら どこ＝か＝で 呼ぶ 声＝が した 
[21] うしゅ むこたしが うじゅるむ はなむ くさむ あてぃなぬ ほんかどぅ しゅーる
ふりかえるが やさいも はなも くさも しらんぷりだ
うしゅ むこた＝しが うじゅる＝む はな＝む くさ＝む あてぃなぬ ほんか＝どぅ しゅーる 
uɕu mukota=ɕiga uʑuɾu=mu hana=mu kusa=mu atinanu hoŋka=du ɕuuɾu 
後ろ 向いた＝が 野菜＝も 花＝も 草＝も 知らない ふり＝ぞ9 している 
[22] よー しゅーてぃ きー ちきてぃ きちみちゃん
じっと みみを すまして きいてみた 
よー しゅーてぃ きー ちきてぃ きち みちゃん 
joo ɕuuti kii tɕikiti kitɕi mitɕaɴ 





[23]がん しゃんきゃ はぎぬ すばんてぃ ふいぬ しゃん
すると あしもとで こえがした
がん しゃんきゃ はぎ＝ぬ すば＝んてぃ ふい＝ぬ しゃん 
gaɴ ɕaŋkja hagi=nu suba=nti ɸui=nu ɕaɴ 
そう したら 足＝の そば＝で 声＝が した 
[24] 「わぬでゃ わぬでゃ へーさ きー ちち くりりでゃ」
「わたしよ わたしよ はやく きづいてちょうだい」
わぬ＝でゃ わぬ＝でゃ へーさ きー ちち くりり＝でゃ
wanu=dja wanu=dja heesa kii tɕitɕi kuɾiɾi=dja 
私＝だ 私＝だ 早く 気 付いて くれ＝だ 
[25]わが がんし だりちきとぅし わからじぇ
「わたしが こんなに つかれきっているのが わからないの」
わ＝が がんし だり＋ちきとぅ＝し わからじぇ 
wa=ga gaɴɕi daɾi+tɕikitu=ɕi wakaɾaʑe 
私＝が こんなに 疲れ-きっている＝の わからないか 
[26]しんがり ふいし をぅらどぅたしわ みちゃ やたん
しわがれごえで さけんでのは つちだった
しんがり ふい＝し をぅらどぅた＝し＝わ みちゃ やたん
ɕiŋgaɾi ɸui=ɕi wuɾaduta=ɕi=wa mitɕa jataɴ 
しわがれ 声＝で 叫んでいた＝の＝は 土 だった 
[27] 「あべー うらどぅ やてぃな あべあべー がんしむ だりちきてぃ」
「あら あなただったの あらあら こんなに やつれてしまって…」
あべー うら＝どぅ やてぃな あべあべー がんし＝む だり＋ちきてぃ 
abee uɾa=du jatina abeabee gaɴɕi=mu daɾi+tɕikiti 
あらー あなた＝ぞ だったか あらあら こんなに＝も 疲れ＋きって 
[28] 「ひんび てぃだぬ てぃーちきとぅんとぅ ほーぬ ありたさやー」
「まいにち カンカンでりだから おはだが あれたのね」
ひんび てぃだ＝ぬ てぃー＋ちきとぅんとぅ ほー＝ぬ ありたさ＝やー
çimbi tida=nu tii+tɕikituntu hoo=nu aɾitasa=jaa 
毎日 太陽＝が 照り＋つけているから 肌＝が 荒れた＝ね 
[29] 「にじょさい… しまだな あたんやー」
「かわいそうに… ごめんなさいね」
にじょさい しまだな あたん＝やー 
ɲiʑosai ɕimadana ataɴ=jaa 
かわいそうに すまないで あった＝ね 
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[30] 「きー ちかだな あたんどー」
「きがつかなかったわ」
きー ちかだな あたん＝どー 
kii tɕikadana atan=doo 
気 付かないで あった＝よ 
[31] 「すぐ ほーぬ てぃあて しらにゃ ならん」
「すぐ おはだの おていれを しなきゃ」
すぐ ほー＝ぬ てぃあてぃ しらにゃ ならん
sugu hoo=nu tiati ɕiɾaɲa naɾaɴ 
すぐ 肌＝の 手当て しないと ならない 
[32] 「さーさ ほー むまー」
「さあ マッサージを はじめましょう」
さーさ ほー むまー 
saasa hoo mumaa 
さあ 肌 揉もう 
[33]てーねーに みちゃむみ ちじきたん
ていねいに つちの マッサージを つづけた
てーねー＝に みちゃ＋むみ ちじきたん 
teenee=ɲi mitɕa+mumi tɕiʑikitaɴ 
丁寧＝に 土＋揉み 続けた 
[34]がん しゃんきゃ フクフク やわらたまーぬ ほー なたん
すると やわらかい おはだに なった 
がん しゃん＝きゃ フクフク やわらたまーぬ ほー なたん 
gan ɕaɲ=kja ɸukuɸuku jawaɾatamaanu hoo nataɴ 
そう した＝なら フクフク 柔らかい 肌 なった 
[35]みちゃわ ほーらしゃぎーさぬ ちら なてぃ ふいにむ はりぬ むどぅたん
つちは ニコニコした かおに なり こえにも げんきが もどった
みちゃ＝わ ほーらしゃ ぎーさぬ ちら なてぃ ふい＝に＝む はり＝ぬ むどぅたん 
mitɕa=wa hooɾaɕa giisanu tɕiɾa nati ɸui=ni=mu haɾi=nu mudutaɴ 








[37] 「いきういぬ いじてぃ きちゃんどー」
「いきかえったわー」
いきうい＝ぬ いじてぃ きちゃん＝どー
ikiui=nu iʑiti kitɕan=doo 
勢い＝が 出て 来た＝よ 
[38] 「ふりし また ちゃんとぅ しぐとぅ しらゆんわー」
「これで また ちゃんと おしごとが できるわ」
ふり＝し また ちゃんとぅ しぐとぅ しらゆん＝わー
ɸuɾi=ɕi mata tɕantu ɕigutu ɕiɾajun=waa
これ＝で また ちゃんと 仕事 できる＝わ
[39] うぬ い゛る うーあみぬ ふたん
その よる おおあめが ふった
うぬ い゛る うー＋あみ＝ぬ ふたん
unu jiɾu uu+ami=nu ɸutaɴ 
その 夜 大雨＝が 降った 
[40]ちぎぬ あさ むーるち あいさつ しんぎゃ いじゃんきゃ
つぎの あさ みんなに あいさつを しに いったら
ちぎ＝ぬ あさ むーる＝ち あいさつ し＝んぎゃ いじゃん＝きゃ 
tɕigi=nu asa muuɾu=tɕi aisatsu ɕi=ŋgja iʑaŋ=kja 
次＝の 朝 みんな＝に あいさつ し＝に 行く＝と 
[41] うじゅるむ はなむ くさむ じょーきげんぬ ちら しゅーたん
やさいも はなも くさも きもちよさそうな かおを していた
うじゅる＝む はな＝む くさ＝む じょーきげん＝ぬ ちら しゅーたん 
uʑuɾu=mu hana=mu kusa=mu ʑookigen=nu tɕiɾa ɕuutaɴ 
野菜＝も 花＝も 草＝も 上機嫌＝の 顔 していた 
[42]しーくさぬ すばち いじゃん
カタバミの そばにいった
しーくさ＝ぬ すば＝ち いじゃん 
ɕiikusa=nu suba=tɕi iʑaɴ 
カタバミ＝の そば＝に 行った
[43] 「わー しぐとぅわ しだんどー」
「ぼくの しごとは おわったよ」
わー しぐとぅ＝わ しだん＝どー 
waa ɕigutu=wa ɕidan=doo 
私 仕事＝は 済んだ＝よ 
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[44] 「‘なー ぬーむ ‘むいぬこしわ なんどー」
「もう なにも おもいのこすことは ないな」
‘なー ぬー＝む ‘むいぬこし＝わ なん＝どー 
n'aa nuu=mu m'uinukoɕi=wa nan=doo 
もう 何=も 思い残し＝は ない＝よ 
[45] 「いちんたべむ むーるが じゃま なゆんきゃ いかんとぅ たるまー」
「いつまでも みんなの じゃまに なったら いけないから たのむよ」
いち＝んたべ＝む むーる＝が じゃま なゆん＝きゃ いかん＝とぅ たるまー 
itɕi=ntabe=mu muuɾu=ga ʑama najuŋ=kja ikan=tu taɾumaa 
いつ＝まで＝も みんな＝の 邪魔 なる＝と いけない＝から 頼もう 
[46] 「うぬうち わー くゎんきゃが じゃま しんぎゃ きゅーしが たるみゅんど」
「そのうち ぼくの こどもたちが じゃましに くるだろうが なかよくしてくれよ」
うぬ うち わー くゎ＝んきゃ＝が じゃま し＝んぎゃ きゅー＝しが たるみゅん＝ど 
unu utɕi waa kwa=ŋkja=ga ʑama ɕi=ŋgja kjuu=ɕiga taɾumjun=do 
その うち 私 子ども＝たち＝が 邪魔 し＝に 来る＝が 頼む＝よ 
[47]はら きみたぬ い゛んがぬ ふいぬ しゃん
かくごを きめた おとこの こえがした
はら きみたぬ い゛んが＝ぬ ふい＝ぬ しゃん 
haɾa kimitanu jiŋga=nu ɸui=nu ɕaɴ 
腹 決めた 男＝の 声＝が した 
[48]しーくさ はがいぬじゃんきゃ うりずんまーみぬ ちら いじゃちゃん
カタバミを ひきぬいたら うりずんまめが かおを だした
しーくさ はがい＋ぬじゃん＝きゃ うりずんまーみ＝ぬ ちら いじゃちゃん 
ɕiikusa hagai+nuʑaŋ=kja uɾizunmaami=nu tɕiɾa iʑatɕaɴ 
カタバミ 引き＋抜いた＝なら うりずん豆＝が 顔 出した 
[49] 「みへでぃろどー ふりし よーやく わきゃちむ てぃだぬ あたゆんどー」
「ありがとう これで ようやく ぼくたちにも おひさまが あたるよ」
みへでぃろ＝どー ふり＝し よーやく わきゃ＝ち＝む てぃだ＝ぬ あたゆん＝どー
mihediɾo=doo ɸuɾi=ɕi joojaku wakja=tɕi=mu tida=nu atajun=doo 
ありがとう＝よ これ＝で ようやく 私たち＝に＝も 太陽＝が 当たる＝よ 
[50] 「なまから きばてぃ あき なりゃ まんでぃ みー ちきゆんどー」
「これから がんばって あきに なったら いっぱい みを つけるぞ」
なま＝から きばてぃ あき なりゃ まんでぃ みー ちきゆん＝どー 
nama=kaɾa kibati aki naɾja mandi mii tɕikijun=doo 
今＝から がんばって 秋 なれば たくさん 実 付ける＝よ 
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[51] 「‘なー わきゃ くとぅわ しゅわ しーぐりなんどー」
「もう ぼくたちの ことは しんぱいしなくていいよ」
‘なー わきゃ くとぅ＝わ しゅわ しーぐりなん＝どー
n'aa wakja kutu=wa ɕuwa ɕii＋guɾinan=doo 
もう 私たち こと＝は 心配 し＋なくていい＝よ 
[52] 「わきゃ しゅーきわ てぃだどぅ やんとぅ ‘なー でーじょーぶどや」
「ぼくたちの ごちそうは おひさまだから もう だいじょうぶだよ」
わきゃ しゅーき＝わ てぃだ＝どぅ やん＝とぅ ‘なー でーじょーぶ＝どや
wakja ɕjuuki=wa tida=du jan=tu n'aa deeʑoobu=doja
私たち ごちそう＝は 太陽＝ぞ だ＝から もう 大丈夫＝だよ
[53] 「うぬうちに しーくさぬ くゎんきゃが じゃま しんぎゃ きゅーぬ はじ やしが」
「そのうち カタバミの こどもたちが じゃましに くるだろうが」
うぬ うち＝に しーくさ＝ぬ くゎ＝んきゃ＝が じゃま しん＝ぎゃ きゅーぬ はじ や＝しが
unu utɕi=ɲi ɕiikusa=nu kwa=ŋkja=ga ʑama ɕiŋ=gja kjuunu haʑi ja=ɕiga 
その うち＝に カタバミ＝の 子ども＝たち＝が 邪魔 し＝に 来る はず だ＝が 
[54] 「うぬ くるにわ ‘なーひ ふでぃとぅんとぅ」
「そのころには ぼくたちは もっと おおきくなっているから」
うぬ くる＝に＝わ ‘なーひ ふでぃとぅん＝とぅ
unu kuɾu=ɲi=wa n'aaçi ɸuditun=tu
その 頃＝に＝は もっと 育っている＝から
[55] 「うぬ くゎんきゃとぅむ ゆくゎあぐ しー いかゆも」
「そのこたちとも なかよくやっていけるさ」
うぬ くゎ＝んきゃ＝とぅ＝む ゆくゎ あぐ しー いかゆ＝も
unu kwa=ŋka=tu=mu jukwa agu ɕii ikaju=mo 
その 子ども＝たち＝と＝も 良い 友だち して 行ける＝よ 
[56]しぐとぅ しまちゃぬ しーくさわ ゆりぬはかに うちゃん
おしごとを すませた カタバミは ゆりのはかに おいた
しぐとぅ しまちゃぬ しーくさ＝わ ゆり＝ぬ はか＝に うちゃん
ɕigutu ɕimatɕanu ɕiikusa=wa juɾi=nu haka=ɲi utɕaɴ 
仕事 済ませた カタバミ＝は ユリ＝の 墓＝に 置いた 
[57] ‘まーわ はなぬ みちゃち むどぅゆぬ ねまどぅ やーる
そこは くさや はなが つちに かえる ねどこだ
‘まー＝わ はな＝ぬ みちゃ＝ち むどぅゆぬ ねま＝どぅ やーる
m'aa=wa hana=nu mitɕa=tɕi mudujunu nema=du jaaɾu 
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